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本
一
か
わ
ら
版

親
睦
バ
ス
旅
行
の
開
催
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
所
一
丁
目
町
会
長
　
　
鈴
木
愼
太
郎

　
い
つ
も
町
会
行
事
に
ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
去
る
六
月
三
日
（
土
）
、
親
睦
バ
ス
旅
行
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
総
勢
五
十
名

が
参
加
し
、
楽
し
く
一
日
を
過
ご
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
本
一
町
会
で
は
従
来
、
部
会
ご
と
に
旅
行
を
企
画
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
し
ば
ら
く
は
旅
行
を
含
め
た
会
合
の
開
催

を
控
え
て
お
り
ま
し
た
。
感
染
状
況
も
収
束
の
方
向
と
な
り
、
人
の
集
ま
る
行
事
も

再
開
し
始
め
て
い
ま
す
。
旅
行
は
久
し
ぶ
り
の
事
で
も
あ
り
、
秋
の
牛
嶋
神
社
の
大

祭
に
向
け
て
世
代
や
性
別
を
超
え
て
町
全
体
の
一
体
感
を
計
ろ
う
と
、
女
性
部
、
白

寿
会
、
睦
会
も
合
同
で
町
会
全
体
で
の
開
催
と
致
し
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
本
年
は
、
成
田
山
新
勝
寺
に
参
る
睦
会
の
東
京
一
講
が
百
回
目
の
団
参

を
迎
え
る
の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
成
田
山
新
勝
寺
に
て
護
摩
祈
禱
を
受
け
、
筑

波
山
に
移
動
し
て
昼
食
を
取
り
、
道
の
駅
「
し
も
つ
ま
」
に
寄
っ
て
帰
る
コ
ー
ス
に

致
し
ま
し
た
。

　
前
日
か
ら
の
大
雨
が
朝
ま
で
続
き
、
あ
い
に
く
の
天
気
の
中
で
の
出
発
と
な
り
ま

し
た
が
、
車
中
「
雨
男
、
雨
女
は
誰
だ
？
」
な
ど
と
言
い
合
う
顔
は
晴
れ
や
か
で
し

た
。
強
い
雨
の
中
、
新
勝
寺
に
到
着
し
ま
し
た
。
本
年
は
弘
法
大
師
生
誕
千
二
百
五

十
年
に
あ
た
り
、
特
別
な
護
摩
炊
き
が
荘
厳
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
一
の
一
行
は
護

摩
壇
の
す
ぐ
脇
の
席
で
様
子
が
よ
く
見
え
、
あ
た
か
も
ア
リ
ー
ナ
席
の
趣
で
し
た
。

筑
波
山
に
向
か
う
う
ち
に
空
は
噓
の
よ
う
に
晴
れ
渡
り
ま
し
た
が
、
高
速
道
路
は
一

部
通
行
止
め
で
、
田
ん
ぼ
の
中
を
の
ん
び
り
と
バ
ス
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。
筑
波

山
神
社
に
ほ
ど
近
い
温
泉
旅
館
江
戸
屋
の
宴
会
場
で
、
揃
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
昼
食
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
頭
の
野
中
さ
ん
の
木
遣
の
ご
披
露
も
あ
り
、
和
や
か
な
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
各
会
合
同
の
機
会
に
、
初
め
て
話
す
人
が
い
た
り
、
高
齢
の
方
に
若
い
方
が
手
を

貸
し
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
町
会
の
姿
を
見
る
よ
う
で
し
た
。
次
の
機
会
に
は
ま
た
多

く
の
町
会
員
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
度
　
町
会
行
事
予
定

町
内
夜
警
　
日
時
　
七
月
・
八
月
・
十
一
月

　
＊
防
災
部
・
育
成
部
合
同
で
の
夜
警

　
＊
役
員
に
よ
る
歳
末
夜
警
は
、
十
二
月
二
十
七
日
（
水
）
～
　
二
十
九
日
（
金
）

隅
田
川
花
火
大
会
　
日
時
　
七
月
二
十
九
日
（
土
）

牛
嶋
神
社
敬
老
祭
　
日
時
　
九
月
十
五
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
嶋
神
社
大
祭
　
日
時
　
九
月
十
五
日
（
金
）
～
　
九
月
十
八
日
（
月
・
祝
）

敬
老
の
日
　
日
時
　
九
月
十
八
日
（
月
・
祝
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
　
日
時
　
九
月
二
十
一
日
（
木
）
～
三
十
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
　
本
所
一
丁
目
交
差
点

若
宮
公
園
清
掃
　
日
時
　
九
月
九
日
（
土
）
、
二
十
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
九
日
（
土
）
、
二
十
三
日
（
土
）

防
災
訓
練
　
日
時
　
十
一
月

　
　
　
　
　
　
場
所
　
外
手
小
学
校
校
庭

も
ち
つ
き
大
会
　
日
時
　
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
　
本
所
地
域
プ
ラ
ザ
前

初
詣
　
日
時
　
一
月
三
日
（
水
）

　
　
　 

場
所
　
牛
嶋
神
社

新
年
会
　
日
時
　
一
月

　
　
　
　 

場
所
　
本
所
地
域
プ
ラ
ザ

成
人
の
日
　
日
時
　
一
月
八
日
（
月
・
祝
）

初
地
蔵
　
日
時
　
一
月

　
　
　
　 

場
所
　
タ
ン
ポ
ポ
公
園

節
分
会
　
日
時
　
二
月
三
日
（
土
）

　
　
　
　 
場
所
　
本
所
一
丁
目
会
館

令
和
五
年
度

　
　
　
本
所
一
丁
目
町
会
定
時
総
会
に
つ
い
て

村
木
　
良
行

　
去
る
五
月
二
十
七
日
（
土
）
、
本
所
地
域
プ
ラ
ザ

（B
IG
S
H
IP

）
一
階
に
お
い
て
、
令
和
五
年
度
本
所

一
丁
目
町
会
定
時
総
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
　
岩

野
総
務
の
司
会
で
、
神
野
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
で

始
ま
り
ま
し
た
。
鈴
木
町
会
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
町
会
行
事

を
前
向
き
に
進
め
て
い
く
旨
、
そ
の
抱
負
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
町
会
長
を
議
長
に
選
出
後
、
以
下
各
役
員
に
よ
り

、
令
和
四
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
町
会
会
館

決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
同
様
に
令
和
五
年
度
事
業
案
、
予
算
案
の
発
表
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
村
白
寿
会
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
新
規
に
中
村
桂
一
、
黒
田
真
左
恵
（
副
会

長
）
、
中
尾
聡
（
総
務
）
、
多
根
義
剛
（
監
査
）
、

小
河
原
豊
（
育
成
部
長
）
の
各
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
町
会
長
よ

り
、
花
守
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
飯
島
矢
素
夫
氏
が
、

ま
た
本
所
囃
子
の
継
承
に
つ
い
て
齋
藤
行
雄
氏
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
山
中

副
会
長
の
閉
会

の
言
葉
が
あ
り
、

引
き
続
き
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



 
 

成
田
山
新
勝
寺
参
詣
バ
ス
旅
行

　
東
京
一
講
・
本
一
睦
会
　
岡
崎
修
一

　
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
生
活
も
緩
和
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
よ
り
休
講
し
て
い
ま
し
た
「
東
京
一
講
」
を
再
開
し

た
い
と
思
い
、
町
会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
日
帰
り
旅
行
に
絡
め
て
一
緒

に
行
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
「
東
京
一
講
」
の
始
ま

り
は
一
九
〇
二
年
五
月
一
日
（
明
治
三
五
年
）
と
聞
い
て
お
り
、
大
変

な
歴
史
の
あ
る
講
で
諸
先
輩
た
ち
が
引
き
継
が
れ
て
今
日
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
休
講
前
ま
で
は
睦
会
が
講
元
に
な
り
毎
年
二
月
に
節
分
会
、

そ
し
て
五
月
に
成
田
山
に
参
詣
し
て
お
り
ま
し
た
。

さ
て
、
日
帰
り
旅
行
で
す
が
六
月
三
日
（
土
）
雨
が
降
る
生
憎
な
天

気
で
し
た
が
、
参
加
者
五
十
名
が
バ
ス
二
台
に
分
乗
し
ビ
ッ
ク
シ
ッ
プ

前
を
予
定
通
り
八
時
に
出
発
し
ま
し
た
。
成
田
山
新
勝
寺
の
駐
車
場
に

到
着
し
雨
で
足
元
の
悪
い
中
、
皆
で
本
堂
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
祈
祷

が
始
ま
り
大
太
鼓
の
大
き
な
音
が
鳴
り
響
き
、
御
護
摩
の
炎
を
前
に

各
々
願
い
事
が
成
就
す
る
よ
う
祈
願
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
弘
法
大
師
空
海
の
誕
生
一
二
五
〇
年
記
念
大
祭
と
い
う
事
で
大

塔
婆
が
建
立
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
大
塔
婆
に
結
ば
れ
て
い
る
御

手
綱
に
触
れ
て
お
参
り
す
る
こ
と
は
大
師
様
の
お
手
に
触
れ
て
い
る
の

と
同
じ
と
い
う
事
で
、
私
も
触
れ
て
お
参
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
大
雨
の
影
響
で
高
速
道
路
が
通
行
止
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

時
間
を
繰
り
上
げ
、
早
め
に
成
田
山
を
出
発
し
、
昼
食
場
所
で
あ
る
筑

波
山
の
温
泉
旅
館
江
戸
屋
に
向
か
い
ま
し
た
。
旅
館
は
筑
波
山
の
麓
、

筑
波
山
神
社
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
雨
上
が
り
の
美
し
い
木
々
に
囲
ま

れ
た
と
て
も
い
い
場
所
で
し
た
。
途
中
雨
も
上
が
り
美
味
し
い
和
食
を

堪
能
し
、
締
め
に
頭
の
野
中
さ
ん
に
木
遣
り
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
帰
り
は
下
妻
の
道
の
駅
に
寄
り
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
な
ど
お
土

産
を
購
入
し
、
そ
の
後
渋
滞
も
な
く
予
定
通
り
に
ビ
ッ
ク
シ
ッ
プ
前
に

無
事
到
着
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
悪
天
候
で
成
田
山
で
は
ゆ
っ
く
り

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
皆
さ
ん
満
足
さ
れ
た
様
子
で
「
次
回

も
是
非
」
と
い
う
お
声
掛
け
を
頂
き
な
が
ら
の
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
今
回
企
画
を
立
て
て
く
だ
さ
っ
た
町
会

役
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
車
中
の
飲
み
物
や
お
菓
子

な
ど
の
事
前
準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
女
性
部
の

皆
様
、
そ
し
て
差
し
入
れ
や
ご
寄
付
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
成
田
山
参
詣

バ
ス
旅
行
の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

育
成
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

小
河
原
　
豊
　

　
こ
の
た
び
、
中
尾
さ
ん
の
後
任
と
し
て
育
成

部
長
を
拝
命
し
た
小
河
原
豊
と
申
し
ま
す
。
本

所
一
丁
目
の
住
人
に
な
っ
て
か
ら
十
五
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
　
名
前
の
豊
か
ら
「
豊
な
人
生

は
人
と
の
出
会
い
か
ら
」
を
座
右
の
銘
と
し
て

日
々
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

　
仕
事
柄
全
国
各
地
の
地
域
活
性
化
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
の
大
都

市
を
除
き
、
人
口
減
・
少
子
高
齢
化
に
よ
り
文

化
ど
こ
ろ
か
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
維
持
す
る
事
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
地
方
は
本
当
に
多
く
あ
り

ま
す
。
墨
田
区
も
二
〇
三
〇
年
か
ら
人
口
減
・

少
子
高
齢
化
が
一
気
に
進
む
と
予
測
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
所
一
丁
目
は
人
々
の
絆
と
想
い
が

強
く
、
誇
れ
る
文
化
・
安
心
安
全
な
治
安
が
形

成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
次
世
代
に
残
す
に

は
、
私
と
同
じ
よ
う
な
新
規
流
入
住
民
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
率
を
上
げ
、
老
若
男
女
・

既
存
新
規
住
民
問
わ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
は
か
る
機
会
を
増
や
し
、
面
倒
な
事
・
楽

し
い
事
を
共
有
す
る
事
に
よ
り
、
い
ざ
と
い
う

時
に
子
供
達
が
避
難
で
き
る
場
所
を
増
や
し
、

み
ん
な
が
躊
躇
な
く
「S

O
S

」
を
出
せ
る
関

係
性
に
な
る
こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
で
三
年
の
空
白
が
あ
り
、
私
も
含
め

育
成
部
幹
部
は
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
メ
ン

バ
ー
で
す
。
至
ら
な
い
点
は
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
街
の
為
・
子
供
達
の
為
に
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
気
づ
き
の
点
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
大
祭
で
す
。
皆
様
と
一
緒
に
活
動
で

き
る
事
を
楽
し
み
に
、
ま
ず
は
今
年
一
年
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

隅
田
川
テ
ラ
ス
の
花
壇
に

　
　
　
　
　
春
・
夏
の
花
が
植
え
ら
れ
ま
し
た

本
所
一
丁
目
花
守
チ
ー
ム
一
同

　
本
所
一
丁
目
町
会
の
事
業
で
あ
る
隅
田
川
テ
ラ
ス

の
花
壇
へ
の
花
植
え
事
業
は
、
東
京
都
公
園
協
会
の

事
業
に
協
力
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
会
で

は
有
志
の
方
の
協
力
を
得
て
「
本
所
一
丁
目
花
守

チ
ー
ム
」
を
結
成
し
て
、
厩
橋
た
も
と
の
下
流
側
花

壇
（
長
さ
約
三
十
メ
ー
ト
ル
の
花
壇
二
か
所
）
の
管

理
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
こ
の
花
守
活
動

に
三
十
九
名
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

花
植
え
作
業
は
、
五
月
二
十
四
日
（
水
）
午
前
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
水
や
り
、
花
ガ
ラ
取
り

及
び
雑
草
の
除
去
等
を
行
う
予
定
で
す
。
今
回
は
、

東
京
都
公
園
協
会
に
希
望
申
請
し
た
四
種
類
の
花

（
ア
ゲ
ラ
タ
ム
、
ペ
ン
タ
ス
、
カ
プ
シ
ク
ム
、
ア
ン

ゲ
ロ
ニ
ア
）
合
計
約
一
二
〇
〇
株
を
植
え
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
大
き
な
目
的
は
、
隅
田
川
の
流
域
の

快
適
性
の
確
保
と
環
境
美
化
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が

、
テ
ラ
ス
を
通
行
す
る
多
く
の
方
々
が
花
を
見
て
心

が
な
ご
み
、
気
持
ち
良
く
活
動
で
き
更
に
地
域
に
愛

着
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
花
の
配
置
等
を

工
夫
し
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
定
植
し
て
あ
り
ま
す
。
皆

様
が
テ
ラ
ス
を
通
行
す
る
際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

晴天に恵まれ、　 29名の方が
参加されました。

皆さんで協力して、
きれいに定植しました。

カプシクムと
　アンゲロニアを植えました。

アゲラタムと
　ペンタスを植えました。

奉
納
踊
り
を
沢
山
の
人
と
‼ 

　
　
　
　
　
　
安
川
依
律
子

　
大
祭
奉
納
踊
り
は
十
年
ぶ
り
の
マ
ツ
ケ
ン
サ

ン
バ
を
踊
り
ま
す
。
本
所
魁
太
鼓
で
は
キ
ラ
キ

ラ
テ
ー
プ
で
装
飾
し
た
マ
ツ
ケ
ン
棒
を
沢
山
作

り
ま
し
た
。

　
十
年
前
に
こ
の
棒
を
手
に
持
ち
、
マ
ツ
ケ
ン

サ
ン
バ
を
踊
っ
て
大
盛
り
上
が
り
し
た
あ
の
名

場
面
の
復
活
で
す
。
お
楽
し
み
に
！
ス
テ
ッ
プ

は
単
調
で
一
斉
に
お
尻
を
ク
イ
っ
ク
イ
っ
と
振

る
振
り
付
け
は
可
愛
く
て
つ
い
笑
え
ま
す
。
た

だ
い
く
ら
踊
り
が
単
調
で
も
全
く
知
ら
な
い
で

踊
る
の
と
、
振
付
け
を
知
っ
て
い
て
踊
る
の
と

で
は
雲
泥
の
差
で
す
。
楽
し
く
弾
む
ス
テ
ッ
プ

で
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。

(

問
合
せ
：
安
川3625-5744)

　
お
祭
り
と
言
え
ば
先
月
長
年
一
緒
に
お
祭
り

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
祭
り
に
欠
か
せ
な
い
人

、
鰻
屋
「
つ
く
梅
」
の
清
一
さ
ん
が
六
十
五
歳

の
若
さ
で
他
界
し
ま
し
た
。
愉
快
な
方
で
、
そ

の
話
術
は
何
で
も
笑
い
に
変
え
る
天
才
で
し
た
。

人
情
の
熱
い
根
っ
か
ら
の
下
町
男
で
し
た
。
一

昔
前
盆
踊
り
を
一
緒
に
踊
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
訪

れ
ま
し
た
。
リ
ズ
ム
感
の
良
い
絶
妙
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
入
れ
る
彼
の
「
チ
ョ
イ
ト
な
」
、
こ
の

合
い
の
手
が
大
好
き
で
し
た
。
こ
の
一
声
で
同

じ
曲
で
も
全
く
違
っ
た
名
曲
に
な
り
ま
す
。
あ

る
時
新
宿
歌
舞
伎
町
ま
で
一
緒
に
「
相
馬
盆

唄
」
を
踊
り
に
行
き
ま
し
た
。
私
達
は
観
衆
を

魅
了
す
る
清
ち
ゃ
ん
の
楽
し
い
踊
り
方
を
真
似

て
大
笑
い
し
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

周
り
を
明
る
く
巻
き
込
む
、
本
当
に
素
敵
な
人

で
し
た
。
生
前
に
言
え
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や

ま
れ
ま
す
。
清
ち
ゃ
ん

は
私
の
お
祭
り
の
相
棒

で
最
高
の
親
友
で
し
た
。

今
年
の
大
祭
大
成
功
す

る
よ
う
に
見
守
っ
て
い

て
ね
。
「
相
馬
盆
唄
」
踊
る
か
ら
ね
。


